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◯ 平時から災害時言語ボランティアの育成を実施してい

るため、発災時の支援センターの立ち上げが早く、ボラ

ンティアの参加者も多かった。 

◯ 震災後、コミュニティFMを活用し、やさしい日本語、

中国語、韓国語及び英語による多言語放送を毎日実施し

た。インターネット回線が復旧して以降は、ブログやイ

ンターネットでの情報配信も開始し、１日１～２回正確 

な情報の発信に努めている。 

 

 

 

公益財団法人仙台国際交流協会（SIRA） 

(現：公益財団法人仙台観光国際協会：SenTIA 国際化事業部) 

住所：宮城県仙台市青葉区大町2-2-10 仙台青葉ウィングビルA棟11階 

TEL：022-268-6260   e-mail：kokusaika@sentia-sendai.jp 

HP：http://int.sentia-sendai.jp/j/index.php 

参加者の感想 助成金など支援・協働にかかわる情報 

◯ 自分も被災したが、SIRAで災害時言語ボランティアと

して訓練を受けていたので、日本に残って避難所訪問支 

援を手伝った。避難所に避難していた外国籍の人は、英

語で話ができてほっとしていたようだった。（留学生） 

◯ 被災して怖い毎日を過ごしていたが、ラジオで自分の 

国の言葉を聞いてほっとしたことを覚えている。（外国

籍市民/避難所にて） 

 

 

◯ 仙台市  

◯ 翻訳協力は以下の通り 

・NPO法人多文化共生マネージャー全国協議会、   

・東北大学大学院国際文化研究科 

◯ ボランティア派遣協力は以下の通り 

・（公社）青年海外協力協会 

・（一財）自治体国際化協会 

・（独）国際協力機構東北支部 

 

◯ またSIRAでは、災害に強い多文化共生社会を目指し、外国籍市民のコ

ミュニティづくりを進めている。外国籍市民のネットワークを拡大しな

がら、復興のための多文化防災まちづくりのため、地域のコーディネー

ターやリーダーの育成支援を行っており、留学生に対し、日本での生活 

についてのオリエンテーションの中に防災知識や復興の状況なども伝え

ながら、今後の災害に備えている。 

 

 

 

 

 支援計画を立てるスタッフ 

◯ 多くの外国籍市民によるボランティアが支援活動に参加することにより、同言語や同出身国同士で震災情

報や支援情報を交換することでき、不安の緩和に役だった。現在はそのつながりを利用して、災害や非常時 

の情報交換を目的とした情報網が確立されつつある。 
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